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六車智香・おしゃべり音楽会

公民館音楽会

　

「
現
在
の
私
は
、
美
し
い

自
然
に
囲
ま
れ
た
芦
屋
で
、

若
く
し
て
戦
死
し
た
主
人
の

眠
る
霊
園
を
仰
ぎ
見
な
が
ら
、

息
子
の
家
族
と
と
も
に
安
ら

ぎ
の
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

　

十
二
歳
の
年
に
両
親
が
相
次
い
で
病
没

し
、
父
方
の
祖
母
と
十
歳
の
弟
と
の
三
人

の
生
活
の
中
で
、
多
く
の
周
囲
の
か
た
が

た
に
お
支
え
頂
い
た
感
謝
は
、
今
も
言
葉

に
言
い
表
せ
な
い
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

と
く
に
富
田
砕
花
先
生
ご
夫
妻
と
は
、

ま
ち
夫
人
が
主
人
の
母
と
女
高
師
で
同
級

の
親
友
で
あ
り
、
仲
人
を
お
願
い
し
た
の

が
ご
縁
で
、
永
年
の
間
、
至
ら
ぬ
私
を
温

か
く
励
ま
し
導
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

東
京
音
楽
学
校
で
一
級
上
の
チ
ェ
ロ

科
・
赤
松
稔
と
は
、
徳
富
蘇
峰
を
通
じ
て

遠
縁
の
間
柄
で
も
あ
り
、
昭
和
十
七
年
に

結
婚
い
た
し
ま
し
た
。
幸
せ
な
日
は
短
く
、

そ
の
後
忘
れ
形
見
を
残
し
、
ビ
ル
マ
で
戦

死
し
た
と
の
報
が
届
き
ま
し
た
。

　

主
人
の
母
か
ら
の
お
申
し
出
と
、
砕
花

先
生
の
お
勧
め
も
あ
り
、
息
子
は
赤
松
家

　
　

で
成
長
す
る
方
が
幸
せ
で
あ
ろ

　
　

う
こ
と
、
ま
た
私
に
は
音
楽
の

　
　

中
で
生
き
る
よ
う
に
と
の
お
導

　
　

き
で
、
そ
の
後
の
日
々
を
越
え

　
　

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
　
　

横
井
家
に
復
籍
し
て
後
、
横

　
　

井
小
楠
の
直
系
嗣
子
で
あ
る
弟

　
　

が
、
慈
恵
医
大
を
卒
業
後
二
十

　
　

八
歳
で
病
没
し
、
そ
の
後
私
が

　
　

末
裔
と
し
て
、
資
料
の
保
存
や
、

熊
本
・
京
都
・
東
京
谷
中
の
三
箇
所
の
墓

地
の
改
修
等
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

曽
祖
父
・
横
井
小
楠
が
暗
殺
さ
れ
た
際

に
宮
中
よ
り
賜
っ
た
京
都
・
南
禅
寺
天
授

庵
の
、
広
い
墓
所
に
建
つ
五
十
周
年
記
念

碑
の
銅
版
が
終
戦
直
後
に
盗
難
に
遭
い
、

ず
っ
と
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
富
田
砕
花
先
生
に
ご
相
談
し
、
仙

賀
松
雄
様
の
お
力
添
え
で
新
た
に
御
影
石

に
小
楠
の
自
筆
と
富
田
先
生
の
碑
文
を
刻

み
、
修
復
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
先

生
は
ご
自
分
の
名
を
石
に
刻
ま
れ
ず
、
お

礼
も
受
け
取
っ
て
頂
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
ち
夫
人
が
先
に
亡
く
な
ら
れ
、
昭
和

五
十
九
年
に
は
砕
花
先
生
が
九
十
三
歳
で

長
逝
さ
れ
ま
し
た
が
、
翌
年
に
は
『
富
田

砕
花
顕
彰
会
』
が
発
足
、
先
生
の
三
周
忌

に
は
『
富
田
砕
花
を
し
の
ぶ
音
楽
会
』
で
、

私
も
先
生
の
作
詞
さ
れ
た
校
歌
や
ラ
ジ
オ

歌
謡
な
ど
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
市
の
財
政
難
で
『
富
田
砕
花

賞
』
の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
顕

彰
会
を
は
じ
め
市
民
の
か
た
が
た
の
ご
寄

付
も
集
ま
り
、
顕
彰
事
業
を
続
け
て
い
け

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
芦
屋
に
は
、
息
子
夫
婦
が
一
緒
に

住
も
う
と
申
し
出
て
く
れ
、
昭
和
五
十
八

年
に
移
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

九
十
三
歳
の
祖
母
を
見
送
り
、
一
人
で
暮

ら
し
て
い
た
東
灘
区
の
旧
家
の
離
れ
は
、

後
の
震
災
で
全
壊
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ

う
し
て
無
事
に
し
て
お
り
ま
す
の
も
、
先

祖
の
お
導
き
か
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
こ
の
地
と
の
深
い
ご
縁
に
支
え
ら

れ
、
全
て
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
ピ

ア
ノ
に
託
し
、
今
も
芦
屋
病
院
等
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
」

●
横
井
和
子（
よ
こ
い　

か
ず
こ
）
氏

　

ピ
ア
ニ
ス
ト
。大
正
九
年
、新
潟
市
生

ま
れ
。西
宮
市
立
高
女
を
経
て
、東
京
音

楽
学
校
（
現
東
京
芸
大
）
本
科
器
楽
科

（
ピ
ア
ノ
専
攻
）卒
。音
楽
学
校
卒
業
に
際

し
、
安
宅
賞
受
賞
。
戦
後
も
、
毎
日
音

楽
特
別
賞
、ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
賞
、

県
文
化
賞
、大
阪
芸
術
賞
ほ
か
多
数
受
賞
。

平
成
三
年
、勲
三
等
宝
冠
章
を
受
章
。

平
成
十
四
年
に
は
、音
楽
生
活
六
十
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。ク
リ
テ
ィ
ッ

ク
ク
ラ
ブ
特
別
賞
受
賞
。

　

現
在
、日
本
演
奏
連
盟
常
任
理
事
、大

阪
教
育
大
学
名
誉
教
授
。
大
阪
芸
術
大
学

客
員
教
授
。
日
本
シ
ョ
パ
ン
協
会
理
事
。

芦
屋
文
化
振
興
財
団
理
事
。

撮影・桑田敬司

芦
屋
と
私

　料 金(円)　　　利　用　者　の　区　分

380
　12歳以上65歳未満(市内)のかた

　12歳以上(市外)のかた　　　　　

260
　65歳以上(市内)のかた

　12歳以上の心身障害者・児(市内)のかた

130　＊６歳以上12歳未満(市内・市外)のかた　　　

80　＊６歳以上12歳未満の心身障害児(市内)のかた

60　＊６歳未満(市内・市外)のかた

40　＊６歳未満の心身障害者(市内)のかた

７月から　あしや温泉の入浴料を改定します

　あしや温泉の入浴料

を、７月１日から右表

のとおり改定します。

＊印の入浴料について

は変わりません。

　引き続き、地元の天

然温泉を大切にご利用

ください。

　男女共生に関する活動をしているグループの皆さん、女性センターに登録し

てネットワークを広げてみませんか。　次の基準に該当し、登録を希望されるグ

ループは、５月16日～27日(平日の執務時間内）に下記へ。

【登録基準】①「男女共生社会」の実現を目的のひとつとして活動し、会員数

　　　　　　　５人以上(市内在住・在勤者が60％以上)。

　　　　　　②グループの活動方針を持っていること。

　　　　　　③１年以上の活動実績があり、政党、宗教、営利活動をしないこと。

■日時　６月４日(土)午前10時～正午　■講師　芦屋警察署生活安全課長・剛

心流空手道指導者　■定員　先着30人(小学生は保護者同伴)　■一時保育　２

歳以上就学前幼児、先着８人(１人300円）※５月30日(月)までに要予約　■申

し込み　はがき、電話、ファクスまたはＥメールで。講座名・住所・氏名・電

話(ファクス)、一時保育希望のかたは子どもの名前・生年月日を記入し下記へ。

女性センター講座

「あなたを守る！護身術講座」

《 グループ登録のご案内 》

問い合わせ　女性センター　 38-2023/ FAX38-2175
(〒659-0092   大原町2-6 ラ・モール芦屋２階)
　　　Eメール　josei-ce@city.ashiya.hyogo.jp

第16回 富田砕花賞

全国から詩集を募集します
問い合わせ　富田砕花顕彰会事務局　 38-2091

(〒659-8501 精道町7-6　生涯学習課内)

　市では、平成２年に市制50周年および詩人富田

砕花生誕百年を記念し「富田砕花賞」を創設し、

これまで毎年全国から多くの応募をいただき、こ

の賞にふさわしい作品を決定してきました。

　昨年からは、市に代わり「富田砕花顕彰会」が

市民の皆さんをはじめ広くご寄付を募り、引き続

き顕彰事業を実施することになりました。

　本年も、上記のとおり全国から「第16回 富田砕

花賞」にふさわしい詩集を募集します。

◆選考委員(50音順)◆

  伊勢田史郎氏（詩人・ＮＨＫ神戸文化センター講師）

  杉山平一氏（詩人・帝塚山学院大学名誉教授）

  安水稔和氏（詩人・神戸松蔭女子学院大学教授）

　■対　　象　昨年７月以降、本年６月末日までに発行された詩集

　　　　　　　（翻訳、アンソロジー、復刻、遺稿詩集等は除く）

　■賞／賞金　正賞・賞状／副賞・50万円

　■応募方法　詩集２冊（返却不可）を、７月31日（日）＜消印有効＞までに、上記の

　　　　　　　「富田砕花顕彰会」事務局（生涯学習課内）へ郵送してください。

富田砕花顕彰事業へのご寄付を募っています。

ご協力をお願いします。

　富田砕花顕彰会では、次回以降も継続して顕彰事業を継

続していくため、市民の皆さんのご寄付を募っています。

　１口・1,000円(何口でも可)を、右記の口座にお振込み

くださいますようご協力をお願いします。

◆金融機関

　尼崎信用金庫

　阪神芦屋支店

◆口座種類・番号

　普通預金

　　　№0224593

◆口座名義

　富田砕花顕彰会

問い合わせ　生活環境部総務課　 38-2050

　日　時　５月28日(土)

　　　　　午後１時30分～３時

　会　場　市民センター音楽室

　出　演　六車智香(ソプラノ)、

　　　　　薬師梨恵(ピアノ)　

　曲　目　初恋／アヴェ・マリア

　　　　　　　　　　／ ヴィリアの歌  ほか

参加費　500円

申し込み　往復はがきに参加者全員の氏　

　　　　　名・住所・電話番号を記入の上、

　　　　　５月13日(金)までに、下記へ。

問い合わせ　公民館　 35-0700

　　(〒659-0068　業平町8-24)

水道事業経営審議会市民委員募集

　市の水道事業経営に市民の意見を反映するため、

次のとおり市民委員を募集します。

■活動等　６月～10月に６回の会議に出席(１回２

時間程度、開催日時は委員会で決定）　■対象　市

内在住で、５月１日現在で満20歳以上満70歳以下の

かた、２人以内　■応募方法　５月16日(月)＜消印

有効＞までに、「芦屋市の水道について」に関する

作文(800字程度、書式自由)に、住所・氏名・電話

番号・生年月日・性別を記入し下記へ。

※委員は、選考委員会で審査し決定します。

問い合わせ　水道部総務課　 38-2080

(〒659-8501　精道町7-6)

水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

夜間(1 7: 0 0～9: 0 0)水道修理工事当番表【５月】

問い合わせ　水道部工務課維持担当　 38-2083

●平日の昼間は水道部へ

お尋ねください。

●土曜日・日曜日・祝日

は市役所( 31-2121)へ

お尋ねください。

●夜間修理は右表の業者

が待機しています。

店　名 TEL 当番日


